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A－b B－b 

A－a 
シンポジウム 学会 

B－a 
シンポジウム 学会 
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社会活動 
氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

有吉紅也・教授 長崎県感染症対策委員会  
エイズ・性感染症専門部会委員 

長崎県 

有吉紅也・教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 教職員結核審査委員会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 予防接種健康被害調査専門会専門医師 長崎県 

有吉紅也・教授 感染症対策委員会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県 

有吉紅也・教授 審査ワーキンググループ審査員 文部科学省 

有吉紅也・教授 評議員 日本熱帯医学会 

森本浩之輔 
・准教授 

環境保健分野研究評価分科会委員 長崎県 
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① 森本浩之輔：若手特別講演(学術奨励賞受賞記念講演)呼吸器疾患におけるアポトーシス細胞クリアランス～スタチ
ンによる肺気腫の治療の可能性～．第 59 回日本結核病学会九州地方会総会・第 59 回日本呼吸器学会九州地方会総
会，大分，2007年 11月 22-23日 


